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第1回 関西障害学生
支援担当者懇談会

障害支援事例紹介

2008年12月2日
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京都精華大学 学生課
障がい学生支援室

磯垣 節子

支援の成り立ち

京都精華大学は：今年＝創立40周年
人文学部・芸術学部・ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部・

マンガ学部
学生数：大学院、学部計約4000名

障がい学生の在籍と支援は：
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障がい学生の在籍と支援は

大学創立時から → 
担当教員と関係部署で連携
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支援組織と体制

障がい学生支援室：障がい学生支援室：
2004年9月設置 窓口を一元化
障がい学生支援室 担当者 3名

所属部署は教務課 → 現在は学生課

委員会は教務課 教務委員会

3

委員会は教務課 →  教務委員会
学生課 →  学生生活委員会

業務内容

ﾉｰﾄﾃｲｸのｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ（配置・ﾌｫﾛｰ・相談）

ﾉｰﾄﾃｲｸ（初心者編、経験者編等）講習会・ﾉ ﾄﾃｲｸ（初心者編、経験者編等）講習会

ﾊﾟｿｺﾝﾃｲｸ講習会・字幕付講習会・

ﾋﾞﾃﾞｵ教材の字幕制作

ﾉｰﾄﾃｲｶｰと利用学生のﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
（KJ法・ﾓｺｹﾞｰﾑ・意見交換会等）

授業担当教員配慮依頼・調整

障害 啓

4

障害理解・啓発（支援冊子・広報冊子発行）

障がい学生支援室運営管理（予算・企画・備
品）

その他 学内外連絡調整等々
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障がい学生への支援内容

聴覚障害
・ ﾉｰﾄﾃｲｸ・ﾊﾟｿｺﾝﾃｲｸ・ﾋﾞﾃﾞｵ教材の文字起し・字幕制作ﾉ ﾄﾃｲｸ ﾊ ｿｺﾝﾃｲｸ ﾋ ﾃ ｵ教材の文字起し 字幕制作
・ ｾﾞﾐは希望により手話通訳

視覚障害（弱視含む）
・ 教科書、授業ﾚｼﾞｭﾒ点訳・
・ 弱視者（拡大用ｺﾋﾟｰｶｰﾄﾞ配布、掲示板の伝言）

肢体不自由
・ 学内車輌乗入許可・専用駐車場・教室移動変更
・ 専用イスの用意
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発達障害
・ 記録ﾃｲｸ・教室変更等の連絡・随時面談

その他
・ 随時面談・連絡調整等

障がい学生数

障がい学生数 → 13名（内要支援学生12名）

聴覚障害 →   6名（内要支援 5名）

下肢機能障害 →   1名

運動機能障害 →   1名

内部障害 →   1名

発達障害 →   3名

高次脳機能障害 1名
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高次脳機能障害 →  1名
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支援学生・支援者数

支援学生 → ﾉｰﾄﾃｲｶｰ登録数 130名支援学生 → ﾉ ﾄﾃｲｶ 登録数 130名
2008年後期 支援学生数 延87名・実数71名

ﾊﾟｿｺﾝﾃｲｶｰ 実数10名・

字幕付け・ﾃｰﾌﾟ起し → 延14名
ﾉｰﾄﾃｲｶｰ以外11名

ゼミ 手話通訳 6名（社会人）
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ゼミ → 手話通訳 6名（社会人）

英語の授業 → ﾉｰﾄﾃｲｶｰ 1名（社会人）

学内組織・教職員学内組織・教職員

障がい学生
支援学生

障がい学生
支援学生

学生部
学生生活委員会

学生部
学生生活委員会

障がい学生
支援室
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学外関係団体・組織等学外関係団体・組織等
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障がい学生支援室の1日

ト イク中ノートテイク中
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「おはよう！」
さぁこれからﾉｰﾄﾃｲｸへ

「PCテイクで授業支援」
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ゼミ「手話通訳中」
手話通訳者依頼
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手話で 通じたかなぁ？
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ちょっと時間が空いたので・・・
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点字図書室で
「字幕制作中！」
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昼休み「手話の会」
みんなで楽しく学ぼう！
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利用学生とﾉｰﾄﾃｲｶｰのミーティング
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授業担当者から話題提供 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

外部講師による PCテイク講習会
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外部講師による ノートテイク講習会
（レベルアップ編）
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本学の特色を活かして！

障害理解冊子をマンガで作成障害理解冊子をマンガで作成
ｺﾗﾎﾞﾏﾝｶﾞ編集中！

（聴覚障がい学生が原作と作画）

障がい学生や支援学生
→ 他大学（手話サークル）や

聾学校との交流
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聾学校との交流
（見学や障害理解）
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今後の課題

ﾊﾟｿｺﾝﾃｲｶｰの育成・技術向上ﾊ ｿｺﾝﾃｲｶ の育成 技術向上

ﾉｰﾄﾃｲｸの技術向上とﾏﾅｰの指導

支援学生の障害理解

個々の障がい学生のニーズに応じた
支援内容を提供
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障がい学生の就業支援

ご清聴ありがとうございました
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